
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 29 年 8 月 24 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 38

職員の中には声掛けが時に乱暴になったり、幼
児語で話しかけたりする者がいる。会議の場で話
し合っているが、職員の入れ替わりによる対応の
悪化を予防、改善したい。

身体拘束、高齢者虐待についての正しい理解
と認識を深め、ご利用者様一人一人の人格を
尊重するケアを目指す。

24 ヶ月

2 51
毎月1回の外出支援を計画していたがご利用者様
の介護状態が重度化しており実行が困難になっ
ている。

ご利用者様の状態に合わせて出来る範囲で
の外出を支援する。

24 ヶ月

3 2
施設名は浸透したがご利用者の状態の重度化に
伴う外出の減少などで実際の地域との交流が薄
い。交流を増やしたい。

ご利用者様と地域の方との触れ合いの機会を
増やす。

24 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

グループホーム　ゆとり庵

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

年1回の人権研修だけでなく、毎月の会議の場で
意見を出し合い認識を深める。新人教育を徹底
する。現場に直面したら互いに注意しあう。

敷地内での散策や花火見物、花見や庵内での催
し物で気分転換を図る。外出出来る方は少人数
で個別に外出したり家族の協力をお願いする。

8月から毎月開催する認知症カフェにご利用者様
をお連れし、近くのグループホームにも案内を出
してグループホームのご利用者様同士の交流や
地域の方との交流を持つ。

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容


